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９
月
８
日
付
大
手
６
紙

一
斉
報
道
（９
月
１４
日
議
決
６
日
前
の
記
事
）
そ
の
１

来
月
ま
で
に
結
論
濃
厚

審
査
会
、弁
護
士
を
選
任

検
範
引
思
墨
副
策
留
翻
ョ
ｑ
Ｊ
２‐

コ
日
鯛
Ｊ
劇
り
ｑ

審
査
会
関
係
者

悧̈
鯛
欄
憫
魏
佃
卿
明
網
卿
明
印
岬

一
燕
離
“
蹴
一
導
轍
は
降
帥
榊
嘘
帥

朗
劇
ど
日
ぞ
課
樹
刊
調
凶
ヨ
訓
Ч
ｄ

一
が
選
ば
れ
た
と
い
う
。

陸山会事件
検 察 審

小沢氏起訴

一一　

小
沢

一
郎

。
前
民
主
党
幹
事
長

■
の
資
金
管
理
団
体

「
陸
山
会
」
の

一
土
地
取
引
事
件
で
、
東
京
第
五
検

一
察
審
査
会
の
審
査
を
補
助
す
る
弁

硼
Ｈ　
一
維
十
が
選
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

胡
「
す
た
。
２
０
０
４
年
、

０５
年
分
の
政

閣
日
一
治
資
金
収
支
報
告
書
を
め
ぐ
る
政

一一一一４
一一　

小
沢
氏
を
不
起
訴

（嫌
疑
不
十

一　
　

三
分
）
と
し
た
東
京
地
検
特
捜
部
の

一　
　
一
］

「
分

は
翻
機
一
『
鉗
議
峰
凛
臓
暉

二

は
げ
［
確
確
れ
な
い
］
螂
郡
¨
胡

一　
　
　

・一
つ ２
卸
『
の
審
査
に
移
る
こ
と
に
な

読売新聞夕刊

日経新聞朝刊

詈ち
会
う
「き
２
義
利
母
げ
で
い

う

馨

曇

肇

璽

国

類

豪

嚢

晟

纏

筆

自

量
申̈
ｖ．

人
が
交
代
す
る
国
周
哺
懇
轟
嶼
「

錘

貫

ミ

・

０

陸
彗
薫

審
査
会
、補
助
員
を
選
任

小
沢

一
郎

。
前
民
主
党
幹
事

長
の
資
金
管
理
団
体
「
陸
山
会
」

の
政
治
資
金
規
正
法
違
反
事
件

を
審
査
し
て
い
る
東
京
第
５
検

察
審
査
会
が
、
審
査
員
に
法
律

的
な
助
言
を
す
る
審
査
補
助
員

の
弁
護
士
を
選
任
し
た
こ
と
が

関
係
者
の
話
で
わ
か

っ
た
。

同
審
査
会
は
４
月
、
陸
山
会

の
２
０
０
４
、

０５
年
分
の
収
支

報
告
書
の
虚
偽
記
入
容
疑
に

つ

い
て
、
小
沢
氏
を

「
起
訴
相
当
」

と
議
決
。
東
京
地
検
特
捜
部
に

よ
る
再
度
の
不
起
訴
を
受
け
、

現
在
、
小
沢
氏
を
強
制
起
訴
す

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
第
２
段

階
の
審
査
に
入

っ
て
い
る
。

検
察
審
査
会
法
は

弁
護
士

と
検
察

官

か

ら

の
意

見
聴

取
を
規
定

。
議

決

の
際

は

、
補

助

員

の
弁

護
±

が
議

決

書
を
作

成

す
る
。

小
沢
氏

は

こ
れ

と
は
別

に

０７
年

分

の
虚
偽

記
入
容
疑

に

つ
い
て
、
東

京
第

１
検
察
審

が

７
月

に

「
不
起

訴
不

当

」

Ｌ
議
決

。
特

捜
部

は
小

沢
氏

に
４
度

目

と
な
る
任
意

の
事

情

聴

取

を

要

請

し

て

い

る

が
、
小

沢
氏

の
代

表
選

出
馬

も
あ

り

、
実

現

の
メ
ド

は
立

っ
て

い
な

い
。

助
言
役
の
弁
護
士
選
任

小
沢
氏
へ
の
議
決
、来
月
に
も

民
主
党
の
小
沢

一
郎
前
幹

事
長
の
資
金
管
理
団
体

「
陸

山
会
」
の
土
地
購
入
を
巡
る

事
件
で
、
２
０
０
４
～
０５
年

の
政

治

資

金

規

正

法

連

反

（
虚
偽

記
入

）

に

つ
い

て
、

東
京
第

５
検
察

審
査
会

が
、

審
査

員

に
法
的

な
助
言

を
す

る

「
審
査
補
助

員

」

の
弁
護

主
を

選

任

し

た

こ

と

が

７

日
、
関
係

者

の
話

で
分
か

っ

た
。馴

曰

劉

潤

姻

湘

冒
困
翻
覇
調
団
躍

衣
糊
相
胡
刻
前
撼
Л
召
、
朝

用

電

劃

劉

調

劉

出
す
力
釧
ｄ
凋
引
利
る
。
改

め
て
「
起
訴
す
べ
き
だ
」
と
の

議
決
が
出
た
場
合
、
小
沢
氏

は
強
制
的
に
起
訴
さ
れ
る
。

東
京
第
５
検
察
審
が
４

月
、
小
沢
氏
を

「起
訴
相
当
」

と
議
決
。
東
京
地
検
特
捜
部

は
５
月
に
改
め
て
不
起
訴
処

分
と
し
た
。、
第
５‐
樹
鋼
観
ば

人
全

員

が
交

代
し
、

８
月

か

一

検
察
審
査
会
法
は
、
２
度

目
の
審
査
で
は
、
補
助
員
の
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小
沢
氏
検
審
、補
助
員
決
ま
る

起
訴
適
否
、来
月
議
決
か

小
沢

一
郎
民
主
党
前
幹

事

長

の
資

金

管

理
団

体

「陸
山
会
」
を
巡
る
政
治
資

金
規
正
法
違
反
事
件
で
、

小
沢
氏
を
強
制
起
訴
す
べ

き
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

東
京
第
５
検
察
審
査
会
の

第
２
段
階
の
審
査
を
補
助

す
る
弁
護
士

（審
査
補
助

員
）
が
決
ま

っ
た
こ
と
が

分
か

っ
た
。
こ
れ
同
伴
い

第
２‐
劇
闊
の
審
査
が
週
∪

引
胃
利
菫
畳
黒
糊

遡
謝
国
珊
例
翻
鮒

星
璽
「
鱚
瀾
翻
ｄ

Ｏ

第
２
段
階
の
審
査
で
、

第
５
審
査
会
が
再
び
起
訴

す
べ
き
だ
と
し
て

「起
訴

議
決
」
を
す
る
と
、
小
沢

氏
は
裁
判
所
が
指
定
す
る

弁
護
士
に
よ

っ
て
強
制
的

に
起
訴
さ
れ
る
。
首
相
に

な

っ
た
場
合
は
、
憲
法
の

規
定
に
よ
り
起
訴
に
は
本

人
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
が
、
小
沢
氏
は
起

訴
議
決
が
出
れ
ば
同
意
す

る
と
明
言
し
て
い
る
。

毎日新聞朝刊産経新聞朝刊

議決 来月下旬の公算

９
月
８
日
付
大
手
６
紙

一
斉
報
道
（９
月
１４
日
議
決
６
日
前
の
記
事
）
そ
の
２

小
沢
一
郎
氏
の
資
金
管
理
団
体

「陸

山
会
」
を
め
ぐ
る
政
治
資
金
規
工
法
違

反
事
件
で
、
小
沢
氏
が
２
回
不
起
訴
処

分
と
な
っ
た
平
成
１６
、

‐７
年
分
の
政
治

資
金
収
支
報
告
書
へ
の
虚
偽
記
載
容
疑

に
つ
い
て
、
東
京
第
５
検
察
審
査
会
の

再
審
査
が
本
格
化
し
た
こ
と
が
７
日
、

分
か
っ
た
。
法
的
助
言
を
す
る

「審
査

補
助
員
」
の
弁
護
士
が
選
任
さ
れ
、
１０

月
下
旬
に
は
議
決
が
出
さ
れ
る
公
算
が

大
き
い
。

東
京
第
１
検
審
が

「不
起
訴
不
当
」

と
議
決
し
た
１９
年
の
虚
偽
記
載
容
疑
に

つ
い
て
は
、
東
京
地
検
特
捜
部
が
小
沢

氏
に
４
回
目
の
事
情
聴
取
を
要
請
。
小

沢
氏
は
１４
日
の
民
主
党
代
表
選
後
に
応

じ
る
意
向
生
不
し
て
お
り
、
小
沢
氏
の

関
係
者
は

「地
検
と
の
日
程
調
整
は
代

表
選
後
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。

第
５
検
審
は
４
月
、
小
沢
氏
に
つ
い

て

「起
訴
相
当
」
と
議
決
。
特
捜
部
が

再
び
不
起
訴
処
分
と
し
た
こ
と
を
受

け
、
再
審
査
し
て
い
る
。
再
審
査
で

は
、
審
査
に
慎
重
を
期
す
た
め
審
査
補

助
員
と
し
て
の
弁
護
士
の
選
任
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
関
係
調
ｄ
劃
る

と
ゴ
園
輿
個
圏
周
覇
翻
飼
到
冽
期
罰

し
週
が
最
到
ゴ
Ｊ
２
¶
創
困
可
劇
可

審
査
員
は
補
助
員
の
助
言
の
下
、
証

拠
を
分
析
し
た
り
、
担
当
検
事
か
ら
意

見
聴
取
し
た
り
し
て
い

「起
訴
す
べ
き

だ
」
と
議
決

（起
訴
議
決
）
す
る
か
否

か
を
判
断
す
る
。
審
査
員
コ
人
の
う
ち

一一

る
。
起
訴
議
決
さ
れ
た
場
合
、
小
沢
氏

は
強
制
起
訴
さ
れ
る
。
た
だ
、
憲
法
で

は
大
臣
を
首
相
の
同
意
な
し
に
起
訴
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
強
制

起
訴
と
な
る
か
は
不
透
明
だ
。

小
沢
一
郎
・
民
主
党
前

幹
事
長
の
資
金
管
理
団
体

「
陸
山
会
」
の
土
地
取
引

を
め
ぐ
る
政
治
資
金
規
正

法
違
反
事
件
で
、
東
京
第

五
検
察
審
査
会
が
小
沢
氏

の
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て東京新聞朝刊

小
沢
氏
の
検
審
開
始
麟
蒙
渇

三
度
目
の
審
査
を
始
め
た

こ
と
が
、
関
係
者

へ
の
取

材
で
分
か

っ
た
。
審
査
員

に
助
言
す
る
審
査
補
助
員

の
弁
護
士
も
選
ば
れ
、
十

月
中
に
も
議
決
が
出
る
見

通
し
。

東
京
第
五
検
察
審
査
会

は
四
月
、
小
沢
氏
を

「
起

訴
相
当
」
と
議
決
。
東
京

地
検
特
捜
部
は
そ
の
後
の

再
捜
査
で
も
小
沢
氏
を
不

起
訴
と
し
た
た
め
、
第
五

検
察
審
査
会
が
再
審
査
す

る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

起
調
相
当
の
議
決
を
し

油
審
査
到
「
■
月
ば
す
べヽ

新
ｕ

り

う

対

¶

ぶ

コ

園

ョ
の
審
査
引
す
る
。

こ
の

う
ち
六
人
の
任
期
が
十
月

末
ま
で
の
た
め
、
同
月
中

に
議
決
さ
れ
る
見
通
し
。

審
査
員
十

一
人
中
八
人
以

上
が
起
訴
す
べ
き
だ
と
議

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

決
す
れ
ば
、
小
沢
氏
は
裁

判
所
指
定
の
弁
護
士
に
よ

っ
て
強
制
的
に
起
訴
さ
れ

小
沢
氏
は
民
主
党
代
表

選
に
勝

っ
て
首
相
に
選
出

さ
れ
た
場
合
ヽ
強
制
起
訴

の
議
決
が
出
さ
れ
て
も
訴

追
に
同
意
す
る
こ
と
を
明

言
し
て
い
る
。
　
　
　

■


